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9. 腔内細菌と初生児腸内翻欝との関鐸 校の分校で，同筋を貰いで数枝をそれに尖え動静肱
特に)j身内細菌由来の面より観で と共に筋頭に近く後百よ P入る。他の一枝は腔骨神
経排腹筋枝のー細枝で、筋尾に近〈前田よ P入否。之
衛生学教室工藤博爾 は血管を伴わない。
之の問題に闘する従来の見解は甚だしく漠然とし 吾主の破格筋に類ナる従来の報告は，吾主の調査
で居わ両者の問の関係を肯定ナるものでも多くは した範囲では Kelchく1813)，Turnurく1872，1872， 
者酸梓菌とがその性状甚だ酷1場内1梓菌とDoderleir 
似してゐる点より，後者は前者に由来ナるものなら
んとの一般的推定の範IAにJI:主って居ム具体的実
証は殆ど見当らなかった。事、は実験の結果次の事実
を明らかにする事が出来たりで報告ナる。く1)之の
問題に主役を演ずる細菌は Doderlei.r梓菌及び之が
代理者として臆生物学と重要な腸球菌白 2種であ
る。く2)Enterokokkenに 5000γIccの Strepto-
mycin耐性を与え指標菌として館内に挿入した場
合初生児の腸内は大多数が証明された。 (3)Doder-
leir梓菌 α室内検出率81.8%)は約半数弱の例が，
腔内腸球菌く分娩初期の検証i率 40.7%)は75%が夫
々初生児腸内に於て該当ナl幹酎梓菌並びに腸球菌。
始祖として母子相伝が行われること。くの之の母子
相伝の可能性は分娩時破水より焼出迄の時fl日の長さ
を概ね比例して噌大ナること。く5)従て母子相伝の
行われる時期は分娩時，胎呪が未だ産道内を話週中
の時期く破水〉後であること。 
9の質問 腐敗研究所依田三郎 
(1)腸球菌を一母体の腔内に加えた場合化於げる菌
査はどの位なりや。 
9の答 
0.5cc，0.3 cc，0.2ccの普5Aプイヨシ培養法をその
佳注入致し主した。何れも大多数初生児の腸内に出
現して居り主ナ。 
10. M.tensor fasciae suralisの1倒 
1885)，Gruberく1855，1856，1878)等の報告以来略
々14例に及ぶョ之等と比較検討した結果本例も w. 
Kelch等のEJi"詔 M.tensor fasci.a~ suralisと呼ば
るべきものと思われる。 
11.最近5今年聞の解離学実習に百合て見られた 
r簡の破格iζ就て
解剖学鈴木教室鈴木隆之，成田龍三
昭和 23年から 27年迄の 5ヶ年間に解剖!学実習に
使用レた 127休の材料で、認められた筋破格に就で， 
その出現ナる筋の種類に考察を加え，次D結果を得
た。。筋の破格を正常筋の異常と破格筋の出現に区
分ナるじ前者には 28種の筋が属し，後者には 12
種の筋が合室れで，}f常筋の異常の方が破格筋の出
現より惑かrこ多かった。 
2) IE常筋の異常では欠除と分裂とが夫々 7種及
び 12種で両者を加えるとIE常筋の破格の過宇数を
示した。 
3) 正常筋の異常は上記外に癒合。重複・走行異常
の三者に分れるが夫々に属ナる筋の種18iは2""， 4種
で少なかった。
の更に筋破格を身体部位を合せて考えると，破
絡筋l亡於でも正常筋の異常に於ても，特定部位に多
く認められる様なことはなく，又E常筋の欠除に於
でも同様であった。 
5) IE常筋の分裂は 12~重中 11 麓が体肢筋に於て
出現し体幹筋では佳かに 1程であった。 
f解伴剖学鈴木教吉窒雪 二貞一1:戸俊郎，石チ升井I野 
解剖学実習に際しで一成年男子の左左.膝筒部正I中宇，
大腿筋j膜使直下に一砂
歪金?長 2却8.8cm，筋腹・14cm，最大巾1.4cm，厚さ 5 
mmにして前後に扇平な紡錘形を呈する。}出始臆は 
2筒;;b!J，そのーは大腿三頭筋長頭中よれ他は宇
臨様筋表層より起る，共に中約2mmの細長なもの 
である。筋腹は膝簡のE中を腔骨神経及び膝筒動静
肱を被うて下行し，停止臆は約 6cmで扇状に排股
筋膜Eに放散す忍。神経は筋頭及びfI万尾の 2箇所よ
り入3。特に前者は著明で坐骨神経大腿二頭筋長頭
12.臨時的類脂体性血溝型物質よりの農水化勅性
型鞄費の11:;1撞について
法医学教室藤塚次雄
血球の類脂体性血液型物質は精製操作を繰返すと
その都度一度アルコ-)レに落解じたものから一部ア
Jレコールに溶けない物質・が出来る。とのアルコール
不溶性物質は*に溶けA型特異性凝集反応、を抑制ナ
与のみならず抗A抗体と強い型特異性の沈降反応を
皐し，か Lる沈降反応は専ら炭水化物性物質ーで見ら
れるのでこのアルコ戸ル不溶性物質も炭水化物性型
